
既存の庭は数寄屋に合う純和風。庭をより引き立たせる半戸
外の回廊、あえて視線を制限し奥行きのある広がりを予感さ
せる開口。それらは古来から日本の住宅に用いられてきた手
法であり、人工的な室内と自然の庭をつなぐ、曖昧で緩やか
な空間をもたらす。建物に用いられた素材、配色、照明は和
の持つ「凛」とした雰囲気を醸しだす。

右頁／廊下に面する開口をあえて低い位置で連続させることで、よ
　　　り窓の外を大きく感じることができます。視界のコントロー
　　　ルが空間に広がり、余韻という楽しみを与えています。浮遊
　　　する壁の緊張感と白玉砂利の反射光による幻想的な空間とな
　　　りました。
　上／2つの庭との一体感を意識したダイニング。右手庭園と左手
　　　中庭への開口を全面ガラスとし、透明感のある空間となりま
　　　した。廊下の開口の制限によって、ダイニングと中庭の繋が
　　　りが強調されました。
　下／ポーチの庇は大きく跳ね出させ、水平性を強調しました。和
　　　の要素として門扉に採りいれた木製格子と、隣り合うシャッ
　　　ターも色を統一し、シンプルに構成された外観が「簡潔な美」
　　　となりました。

庭園と建築の調和
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上／ゲストルームを兼ねた和室は廊下とは格子で区切り、床レベルを変えるこ
　　とで、日常とは切り離された空間を演出しました。
下／2階パウダールーム。独立した空間として贅沢な落ち着きを感じさせます。
左／1階リビング。吹抜けで高さを十分に確保しながら、窓の高さはあえて
　　低くし視界を制限することでダイニングとの連続を演出しました。間接
　　照明と自然光が大きな白い壁面にあたり、複雑な陰影をつくります。
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■DATA
敷地面積／484.00㎡ 
延床面積／399.58㎡
       1階／249.22㎡ 
　    2階／150.36㎡
用途地域／第一種中高層住居専用 
　　構造／RC造+木造
工事期間／2009年 7月～2010年 4月
　　施工／アーネストホーム株式会社　　　　

■STAFF 
設計：廣田靖、佐藤恵一
インテリアコーディネーター：山本祐子
構造設計：湯浅義明、高本泰伸 
ＣＧパース：露口美紀
スーパーバイザー：河野慶志郎

設計：アーネストアーキテクツ株式会社

お問い合わせ・資料請求
〒108-0014　東京都港区芝 5-5-1　
 TEL:03-3769-3333
 http://earnest-arch.jp

上／緩いスロープとなったアプローチの先には視線を受け止める竹庭を設け、奥行のある空間に「留」をつく
　　りました。木目の天井板と随所に施した木製格子、柔らかい左官仕上げの質感とが相まって、シンプルで
　　ありながら和の表情を感じられる空間です。左手坪庭には既存のモミジを利用し、壁に映り込む繊細な影
　　が時を知らせるシンボルとなりました。
下／シンプルなシャープさを感じる外観と純和風の庭園。共通するのは余分なものをなくし個性を残すという
　　こと。夜のライトアップが美しい眺めとなりました。
左／ご主人様の2階書斎は壁に窓を設けずトップライトのみの採光としました。部屋自体も一段レベルを下
　　げ、「篭りの部屋」を演出しました。
左下／玄関エントランス。腰高までの打放しコンクリートの壁が空間に安定感を与えました。

駒沢空間ショウルーム
〒158-0081　東京都世田谷区深沢 4-6
駒沢公園ハウジングギャラリー ステージ 2　
 TEL:03-5707-5656

アーネストアーキテクツWEBサイトでは様々な作品事例をご覧頂けます。
アーネストアーキテクツ で検索、アクセスをお待ちしております。




